
ム
ラ

ム
ラ
マ
ツ
村
松

久
腕
加
夫
郁
阿
良
加
志
比
古

一

ム
ラ
モ
ト
カ
ン
ジ

ユ
ウ
ロ
ウ
村
本
勘
+
郎

部

一
九
代
四
郎
兵
衛
正
久
は
七
代
の
子、

幼
名
宇
三
郎
、

一

ム
ラ
ワ
ケ
村
分

L
プ
y
ケ

分
野
。

制
世
間
山
政
点
刷
出
三
年
の
立
祭
紋
に
村
松
田
昌
が
あ
り
、

一
は
伊
久
。
限
京
都
輪
島
民
金
屋
涜
次
郎
の
二
子
。
覚

一
亦
家
を
刷
出
い
だ
が
益
焚
に
先
だ
っ
て
文
久
元
年
に
政
一

ム
ラ
ヰ
村
井

石
川
淵
山
応
郷
に
留
す
る
部
川
柄
。

従
長
抗
年
七
』
十
三
日
附
前
旧
利
政
の
似
弁
八
左
印
刷
一
政
九
年
住
ま
れ、

幼
名
助
次
郎
0

・文
政
八
年
同
町
勘

一
し
た
。

一
北
川
・
武
江
・中
村
・
価
爪
・飴
行
・山間
・応
援
・
朽
川
山

門
に
奥
へ
た
知
行
間
山
附
に
も
武
百
荻
村
松
と
見
え

一
十
郎
の
強
子
と
な
っ
て
そ
の
名
を
嗣
ぎ
、
桜
山
キ
一
上

一

ム
ラ
ヤ

マ
ス
イ
オ
ム
γ

村
山
翠
屋

石
川
術
的
京
一
一
肌
内
が
あ
る
。
紙
陀
寺
文
部
邸
永
二
年
十
且
朔
円
引

る
。
羽
岡
部
町
民
の
古
h
N

司
令
村
松
と
い
ふ
と
あ
る
か

一
凶
に
行
関
し
た
が
、
阻
よ
り
釘
怨
を
好
む
そ
以
て
、

一
の
人
。
活
桝
文
問
問
。
玲
は
鋭
、
宗
は
右
目
以
、
諮
屋

・
一
的
菰
丸
〈円
削
機
政
親
U
の
利
引
U

に
、『
加
賀
凶
河
内
町
祇

ら
。
そ
の
地
で
あ
ら
う
。

一

大

坂

に
於
い
て一耐
凹
復
の
訟
に
入
り
、
総
に
奥
義
を

一
盛
山
岡
・
青山
凪
駒
市
部
草
舎
・
彩
翠
成
臥
舎
の
鋭
が
あ
る
。
一
陀
寺
領
中
村
庄
久
武
保
村
井
之
内
中
時
間
地
等
申
、制

ム
ラ
マ
ツ
ヒ
デ
h
F
ダ
村
松
秀
允

泊
朝
桝
金
太
夫
。
一
極
め
、
後
天
保
山
飽
m
H
築
遣
の
都
あ
る
に
泊
っ
て
そ

一
初
め
金
子
有
裂
に
就
い
て
抽
出
怨
札
佐
官
ひ
、
文
京
都
に

一
丹
後
守
致
抑
領
云
々
。
』
と
見
え
る
。
貸
永
誌
に
、
此

御
釘
用
却
に
助
仕
し
、
依
田
十
伎
や
-
受
け
、
究
政
四
一
の
段
伯
に
臼
旬
、
姓
キ
~
村
本
、帥
岬
を
伊
久
と
都
し
た
。

一
遊
ん
で
山
青
山
本
梅
治
に

mび
、
町
郷
し
て
袋
を
弟

一
の
村
慌
に
獄
築
聞
が
あ
り
、
間
村
春
日
駐
の
日
世
田
弘
科

年掛川
mu明
倫
鉱
山
開
始
の
際
、
鈴
尽
の
敬
授
に
列
し
た
。
一
後
防
御
し
て
子
弟
に
敬
へ

、
夫
n
H
術
・鈴
術
法
成
法
・
一
に
怒
ね、

後
川
に
お
営
青
信
み
、
仰山
p
h
r一以
て
名
大

一
で
あ
っ
た
と
犯
す
が
、
そ
の
在
日
制
は
本
村
引
制
枇

努
允
の

m
mは
=
一
他
流
で
、
下
村
幹
方
の
門
人
で
は

一
釘
法
懇
の
お
そ
悲
し
、
明
治
三
年
正
月
什
九
日
七
十

一
に
断
れ
た
0

川
町
年
北
州
に
・
活
断
し
、
明
治
一
ニ
イ
三
年

一
の
こ
と
で
あ
る
o
間
約
に
ま
た
、
同
簡
の
内
に
え
ん

な
い
が
、
序
次
に
於
い
て
之
に
織
ぐ
も
の
で
あ
る
。
一
三
歳
中
日
以
て
裂
し
た
o

一
十
一
月
七
十
ご
故
山
町
以
て
却
。

一
き
う
寺
と
い
ふ
郡
寺
が
あ
っ
た
と
記
す
。

そ
の
弟
子
に
宮
升
安
務
・出抑制
・ヌ
邸
を
出
し
た
。

一

ム
ラ
ヤ
ス
シ
ゲ
村
泰
重
油
拠
安
左
衛
門
O
V
A

一

ム
ヲ
ヤ
マ
ダ
イ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン
村
山
大
明
紳

文

一

ム
ラ
ヰ
ウ
ヂ
村
井
氏

削笹
川
日
記
に
、『
路
市
六

ム
ラ
マ
ツ
ヒ
ョ
ウ
ザ
エ
モ
ン
村
松
標
左
衛
門

一
議
右
御
門
郎
信
の
験
抗
百
石
を
銭
ぎ
、
御
山内
創
組
に

一
政
三
年
三
月
金
制
作
に
遊
廓
の
公
許
せ
ら
れ
た
の
は
、

一
年
六
且
什
日
丙
巾
武
郎
へ
到
州
村
到
御
砲
太
万
糸
二

期
制
咋
市
川
町
の
入
。
闘
は
修
平
文
は
紀
郎
、
向
芯
軒
一
一
雛
し
、
元
政
七
年
御
山
内
廻
裕
一郎
と
し
て
飛
明
日
山
城

一
絡
の
老
悶
村
引
H
N
悦

・
町
奉
行
山
附
純
侃
の
得
力
に

一
結
O
』
と
あ
る
o
石
川
郡
村
井
の
人
で
あ
ら
う
。

と
蹴
す
る
o
京
都
に
赴
き
て
小
野
附
山
の
門
に
入
り
一
の
野
備
に
泊
り
、
九
年
一
一且
十
ご
目
別
配
し
た
。

一
凶
る
所
多
か
っ
た
o
是
に
於
い
て
卯
民
茶
屋
町
の
出

一

ム
ラ
ヰ
ウ
ヂ
村
弁
氏

〈一〉
附
系

|
加
れ
紛
の

本
草
取
ゃ
に
修
め
た
J
廿
て
踏
の
老
恒
村
引
氏
に
仕
へ

、
一

ム
ラ
ヤ

7
Yロ
ベ
エ
村
山
四
郎
兵
衛

初
悦
は

一
梁
品
目
等
は
、
二
人
中
一
創
る
が
伐
に
、
観
斡
町
に
村
山

一
老
陪
入
家
の
一
つ
で
、
長
制
・長
次
・長
家
・夜
明
・続

開
取
に
前
っ
て
人
容
誠
治
法
守
山
間
へ

、
長
附
に
赴
い

一
泊
椋
新
左
衛
門
。
凶
L

宇
都
中
日
新
左
術
門
の
二
子
で
、
一
大
明
耐
の
制
限
柁
諮
問
日
し
、
次
い
で
之
そ
脳
内
に
修

一
長
・口
封
臨
守
口
内
容
・長品川
・長
治
・目白
山
・長
在
の
十
一
代

て
日
間
…
の
納
殺
を
研
究
し
、
叉
紀
州
に
行
き
て
蜂
抽
出

一
合
一
郎
に
移
り
鈍
物
仰
の
設
に
従
ひ
、
日
永
一兆
却
に
間
四

一
し
た
。
こ
の
枇
闘
に
天
日
制
宮
の
簡
や
一
倍
げ
た
の
は
、

一
に
瓦
。
、
そ
の
酔
多
い
時
は
一

前
七
千
二
百
聞
治
況

の
製
法
そ
明
ら
か
に
し
た
o
天
保
十
一
一
年
夜
、
立千年

一
し
た
o
二
代
田
郎
兵
衛
正
久
、
初
名
徳
松
、
幼
に
し

一
そ
の
際
滞
供
党
中
紳
と
し
た
の
と
、
什
五
日
に
許
可

一
石
惨
を
受
け
た
が
、
多
〈
は
一

国
六
千
五
百
六
拾
九

七
十
九
。
話
す
所
に
大
和
本
草
大
お

・
数
荒
木
草
皆

一
て
家
を
加
盟
ぎ
、
正
徳
四
年
上
治
し
て
御
泌
氏
か
ら
鉛

一
そ
得
た
切
で
あ
っ
た
。
今
戸
別
限
利
枇
と
都
す
る
。

一
石
ご
斗
七
升
(内
千
百
扮
石
奥
力
知
〉
で
あ
っ
た
。
民

議
・段
梁
附
蛮
志
向
芯
制
夜
話
・向
志
制
加
録
抄
・村

一
物
問
た
る
の
発
許
党
得
、
沢
年
加
賀
滞
の
火
矢
方
陪

一

ム
ラ
ヤ
マ
プ
ゼ
ン
村
山
盟
前

初
め
越
巾
と
純

一
在
の
嗣
子
長
八
郎
の
時
、
明
治
三
十
三
年
抗
月
時
に

松
紀
風
手
記
・山
市
山
町
本
草
・
路
間
山
木
鋭
大
会
本
州
民
粉

一
務
方
の
峨
に
任
ぜ
ら
れ
、
子
孫
之
を
川
州出
し
た
。
町

一
し
、
符
力
あ
っ
て
好
ん
で
大
宮
宇
一
吐
い
た
。
腿
長
以

一
一相続
に
列
し
皿
出
向
肘
脅
疫
け
ら
れ
た。

徴
諭
・不
言
鍛
・東
閥
見
開
抗
叫
が
あ
る
。

一
日間
七
年
間
問
。
三
代
四
郎
兵
衛
正
久
は
路
子
で
、
亦
初

一
除
小
早
川
田町秋

・
井
伊
直
政
に
引

へ
、
利
じ
て
間
山

一
C
C
邸
第

l
一
沌
組
長
駅
の
時
金
抑
制
叫
内
=
ヲ
丸
た
る

ム
-
7
7
ン
ゾ
ウ

村

詰
雑

務
政
の
時
以
村
自
治

一
め
子
な
く
、
四
代
正
久
に
家
彦
根
っ
た
が
、
四
代
が

一
の
城
中
川
山
川
忠
織
の
総
荷
受
け
た
が
、
大
坂
の
役
に

一
石
川
門
の
初
、
後
に
異
民
約
古
所
の
あ
っ
た
地
に
応

に
闘
す
る
山
口
用
を
村
民
球
と
い
う
た
。
村
斑
維
は
茂
一
安
永
一点
年
に
夜
し
た
の
で
再
び
梁
を
櫛
し、

仰山
政
五
一
同

八
四


